
平成30年11月4日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）（8）

※この広報紙は、毎月第１日曜日に新聞折り込みでお届けしています。県庁県民センター、県行政県税事務所、県立博物館・美術館・病院、市役所・町村役場、群馬銀行、東和銀行、
農協、郵便局（簡易郵便局を除く）、フレッセイ、セブン -イレブン、ファミリーマート、とりせん、イオンモール太田、ベイシア、アゼリアモールにも置いてあります

※１部当たりの制作費は約3円です
古紙配合率70%以上、白色度70％程度の再生紙使用

名称 日程・時間 会場 内容 費用 問い合わせ先

ららん藤岡
イルミネーション

31年１月31日（木）まで
午後５時～10時

ららん藤岡
（藤岡市中）

中央のふれあい広場をメ
インに18万球のLEDが会
場を彩ります

無料
藤岡クロスパーク
☎0274-24-8220
FAX0274-24-8225

キングオブパスタ
2018

11月10日（土）、11日（日）
午前10時～午後４時

もてなし広場
（高崎市高松町）

パスタの露店販売を行う
他、10日にステージイベ
ント、11日にキングオブ
パスタの投票を行います

入場無料
※キングオブパスタの
投票には、前売り券2
千円の購入が必要です

キングオブパスタ
実行委員会事務局
☎027-323-2868
FAX027-325-5201

上州沼田
真田まつり

11月10日（土）、11日（日）
午前10時～午後５時

天
てん

狗
ぐ

プラザ
特設会場
（沼田市上之町）他

歴史講演会や小松姫の墓
がある正覚寺での茶会、城 
主の嫁取りや武者行列、
真田鉄砲隊による演武な
どが行われます

無料
沼田市観光交流課
☎0278-23-2111
FAX0278-24-5179

おおたイルミネ 
ーション

11月17日（土）～
31年１月14日（月）
午後５時30分～10時

八王子山公園
（太田市上強戸町）

「見晴らしの丘」の斜面全
体を装飾し、歩きながらイ
ルミネーションを楽しめます

無料
※駐車料金500円
がかかります

太田市商業観光課
☎0276-47-1833
FAX0276-47-1881

伊
い さ ま

参スタジオ
映画祭

11月24日(土)、25日(日)
午前９時30分～午後７時
10分（予定）

伊参スタジオ公園
(中之条町五反田）

山の中の小さくて大きい映
画祭です。全国から公募
したシナリオの大賞受賞作
品を映像化し初公開します

前売券＝千円
※当日券は500円
増し

伊参スタジオ映画祭
実行委員会
☎0279-75-8848
FAX0279-75-6562

　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル

クロスワードパズルへの応募
はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします
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答え：Ａ～Gを順番に並べると？
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応募方法　はがき、ファクス、Ｅメールまたは「ぐ
んま電子申請受付システム」。①パズルの答え ②
郵便番号 ③住所 ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今
月のぐんま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞
品名を書いてください（Ｅメールは件名に「クロ
スワードパズル11月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 広報課クロスワードパズル係
・ファクス　027-243-3600
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請　http://www.shinsei.elg-
front.jp/gunma/navi/index.html
※スマートフォン（Android５以上 
およびｉＯＳ５以上）用のＵＲＬは 
右図から読み取れます
応募期限　11月14日（水）消印有効
※ファクス、Ｅメール、電子申請は14日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博物館、土
屋文明記念文学館、日本絹の里、カネコ種苗ぐんまフラワー
パーク、ぐんま天文台、ぐんま昆虫の森、ぐんまちゃんトー
トバッグ、ぐんまちゃんグッズ、ザスパクサツ群馬（12月2
日Y.S.C.C.横浜戦）、群馬クレインサンダーズ（今シーズンホー
ムゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（31年1月26日）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます

※県内観光情報誌「ググっとぐんま (秋・冬号）」に掲載されているイベントの中から紹介します。
詳しくはお問い合わせください
※内容が変更になることがあります。お出掛けの際はご確認ください

◆10月号表紙の「挂
けい

甲
こう

の武人」
のりりしく風格ある姿に思わず見
入ってしまいました。
　私は時々、遺跡や古墳を訪れま
す。紙面にあるように「古代人の
思い」を想像し「仮説を考える楽
しさ」を体験したい衝動に駆られ
ました。 （渋川市　70歳）

◆最近、北海道出身の知人に群馬 
県を案内することが増えました。
「ぐんま広報」の催し欄や美術館
の案内などを参考に「群馬らしい
場所」を探しています。歴史博物
館の企画展「上毛かるたの世界」
は、話の種に連れて行きたいです。
 （安中市　26歳）

　特集の取材で里親家庭など
を訪問し、お話を伺いました。
皆さんとても元気で明るく、
たくさんの愛情を子どもたち
に注いで育てていることが、
子どもたちの笑顔から伝わっ
てきました。
　取材する前は社会的養護に
ついて分からないことが多く、
里親と養子縁組の違いも分か
りませんでしたが、親子とは、
子育てとはなんだろうと改めて
考える良い機会になりました。
　私も社会の一員として、子
どもたちのためにできること
を探していきたいです。
 （見城）10月号の答えは「コフンジダイ（古墳時代）」でした。応募総数は945通でした。

たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。

たてのかぎ
１
２
４
６
７
８

長い柄の先にとがった細長い刃を付けた武器
本論に入る前に述べること
みちすじや経路を表す英語。運行○○○
悪い評判。不名誉。○○○返上
汗腺から出る液
アルコール分を含む飲み物

よこのかぎ
１
　
３
５
６
　
７
９

平地より高く盛り上がった地形の所。赤城
○○
米国などの通貨の基本単位
歌舞伎役者の社会。○○○の妻
物の動きなどで起こる空気の振動によって
耳に聞こえるもの
秋に降る雨
金銭の出納や財産に関する事務処理
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県　人　口： 1,950,130人
対　前　月： -729人
　　男　　： 963,480人
　　女　　： 986,650人
世　帯　数： 798,967世帯
（県移動人口調査：平成30年9月1日現在）

11２０１８
県内の鉄道の旅の情報をお知らせしています。
「ググっとぐんま公式サイト」（ググっと
ぐんま観光宣伝推進協議会ホームページ）
https://gunma-dc.net/

わたらせ渓谷鐵
てつ

道
どう

沢入駅（みどり市）

特集

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　里
親
制
度

　〜
社
会
的
養
護
に
つ
い
て
考
え
よ
う
〜

家
庭
的
な
環
境
で
の
養
育

　
子
ど
も
が
育
つ
場
所
と
し
て
基
本
と
な

る
の
は
家
庭
で
す
。
家
庭
の
中
で
生
活
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
は
特
定
の
大
人

と
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
、
日
常
生
活
に
必

要
な
知
識
を
身
に
付
け
、
将
来
家
庭
を
築

く
上
で
の
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子

ど
も
も
家
庭
的
な
環
境
で
養
育
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
考
え
方
が
全
国

的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
子
ど
も
が
家
庭
的
な
環
境
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
里
親
制
度
の
周
知
を

強
化
し
て
里
親
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
へ

の
委
託
を
増
や
し
た
り
、
児
童
養
護
施
設

な
ど
も
少
人
数
単
位
で
の
養
育
と
な
る
よ

う
施
設
の
改
修
・
整
備
に
補
助
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
里
親
や
施
設
で
の
生
活

か
ら
、
大
学
進
学
や
就
職
を
目
指
す
18
歳

以
上
の
人
の
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
里
親
に
な
り
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は

特
別
な
こ
と
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実

際
に
預
か
っ
て
い
る
里
親
の
人
は
、
一
般

家
庭
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
温
か
い
家
庭

の
中
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
制
度
の
趣
旨

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
里
親
に

関
心
の
あ
る
人
は
近
く
の
児
童
相
談
所
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
の
助
け
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
社
会
的
養
護
に
つ
い
て
理
解
し
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
社
会
的
養
護
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　本
県
は
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
ど
こ
で
も
出
会
え
る
社
会
」
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
貧
困
や

虐
待
な
ど
の
理
由
か
ら
、
実
親
の
代
わ
り
に
里
親
や
児
童
養
護
施
設
で
育

て
ら
れ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
の
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

社
会
的
養
護
と
は

　
県
で
は
、
全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
つ
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
子
ど
も
を
一
時

的
に
預
か
る
制
度
や
経
済
的
な
支
援
な
ど
、

対
象
や
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
保
護
者
の
い
な
い
子
ど

も
や
実
親
が
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
を
助
け
る
施
策
を
「
社
会
的
養
護
」

と
言
い
ま
す
。

　
社
会
的
養
護
に
は
、
緊
急
の
場
合
に
子

ど
も
を
児
童
相
談
所
で
預
か
る
一
時
保
護
、

子
ど
も
を
児
童
養
護
施
設
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ム
、
里
親
の
元
で
落
ち
着
い
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

30
年
３
月
末
時
点
で
、
県
内
の
児
童
養
護

施
設
や
里
親
な
ど
の
元
で
生
活
し
て
い
る

子
ど
も
の
数
は
４
７
７
人
で
す
。

県内の児童養護施設や里親などの元で
生活している子どもの状況

（30年3月31日現在）

出典：県児童相談所　30年度版事業概要統計表

※5～6人の子どもを養育
者の家庭で補助者と一
緒に養育する里親型グ
ループホーム

児童養護施設
357人（75%）

里親
57人（12%）

ファミリーホーム※

26人（5%）
乳児院

37人（8%）

※写真はイメージです
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２
人
の
女
の
子
を
育
て
、
短
期
間
の
預

か
り
も
し
て
い
る
里
親
の
本
井
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

２
人
の
子
ど
も
を
育
て
て

　
「
私
た
ち
夫
婦
は
実
子
を
授
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
子
育
て
を
し
て
み
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
里
親
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
乳
児
院
か
ら
預
か
っ
た
２
人
の
女
の

子
を
大
人
に
な
る
ま
で
育
て
、
今
も
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
里
親
と
し
て
数
日
だ
け
子
ど
も
を

預
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
里
親
に
な
る

こ
と
は
特
別
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
私
の
よ
う
な
普
通
の
人
が
や
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
。

　
育
て
た
２
人
と
も
が
本
当
に
良
い
子
で
、

反
抗
期
な
ど
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
楽
し
い
子
育
て
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
全
て
、

血
の
つ
な
が
っ
た
親
子
と
変
わ
ら
な
い
子

育
て
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

　
「
里
親
に
は
養
子
縁
組
を
希
望
す
る
人

だ
け
で
は
な
く
、
数
日
〜
２
カ
月
程
度
の

短
期
間
だ
け
預
か
っ
た
り
、
乳
児
だ
け
を

預
か
っ
た
り
す
る
人
も
い
ま
す
。
共
通
す

る
の
は
、
子
ど
も
の
た
め
に
家
庭
的
な
環

境
で
養
育
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち

里
親
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ

た
家
庭
で
暮
ら
す
た
め
に
も
、
い
ろ
い
ろ

な
考
え
方
を
持
つ
里
親
が
い
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
長
期
で
子
ど
も
を
預
か
る

の
が
難
し
い
人
は
、
ま
ず
は
短
期
間
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
気
持
ち
で
始
め

て
み
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
事
情
が
あ
っ
て
わ
が
子
を
育
て
ら
れ
な

く
て
も
、
実
親
は
子
ど
も
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
安
心

し
て
里
親
へ
託
し
て
ほ
し
い
で
す
」

　
本
井
さ
ん
の
家
庭
で
育
っ
た
Ａ
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
２
歳
半
か
ら
こ
の
家
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
が
、
普
通
の
家
庭
と
変
わ
ら
な
い
生

活
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
家
族
で
旅

行
に
出
掛
け
た
り
、
犬
を
飼
っ
た
り
、
時

に
は
母
や
姉
と
け
ん
か
し
た
り
し
ま
し
た
。

里
子
同
士
の
集
ま
り
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
い
、
そ
こ
で
し
か
話
せ
な
い
悩
み
や
不

安
を
話
し
た
り
聞
い
た
り
で
き
た
こ
と
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
ア
ル
バ
ム

を
持
っ
て
、
初
め
て
産
み
の
母
に
会
い
に

行
き
『
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』
と

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
自
分

を
産
ん
で
く
れ
た
母
に
感
謝
し
て
い
ま
す

し
、
育
て
て
く
れ
た
母
が
い
な
け
れ
ば
こ

こ
ま
で
成
長
で
き
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
家
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
普

通
の
生
活
が
で
き
て
い
て
、
幸
せ
で
す
」

～里親による養育の
　　　　　良いところ～
・ 子どもが特定の大人と信頼関係を
結べます

・ 子どもが家庭生活を経験すること
で、将来家庭を築く上でのモデル
になります

里
親
に
育
て
ら
れ
て

本
もと

井
い

栄
えい

子
こ

さん

里親・ファミリーホーム

里親家庭
里親の種類

里子

児童相談所
実親

交流・相談

引き取りに
向けた
家庭支援

状況を把握
支援・相談

※相談や支援、一時
保護などを行う

愛情を持って養育

その他に専門里親、親族里親があります

「里子になる
＝養子になる」
だけじゃ

ないんだね！

● 里親には、子どもの養育費として里親手当、生活費、
学校教育費、子どもの医療費などが支給されます

● 子どもの受け入れ前に一定の交流期間を設け、里子と
して受け入れできるかの相談・サポートを行います

● 子どもの受け入れ後も、相談や交流などのサポートが
あります

●里親になるまでのステップ

※知識や経験のない人でも登録できます

子どもにとっ
て最適な環境
を判断します

里親制度について
説明・理解

受け入れのための
調査・研修 登録

親が育てることができない、
または親がいない子どもを
養育する里親です。親が育
てられない期間だけ養育す
る場合もあります

養子縁組を前提に子どもを
養育する里親です

数日～2カ月だけ
子どもを預かる
「短期預かり里親」
もあります

里親とは… さまざまな事情により家庭で生活することができない子どもを、温かく見守って養育
してくださる人のことです

養育里親 養子縁組里親

（3）平成30年11月4日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）

問い合わせ先 県庁児童福祉課　☎027-226-2628　FAX 027-223-6526

　
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
里
親
や
施
設
で

の
生
活
を
終
え
た
若
者
の
自
立
を
支
援
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
託
し
て
い

る
「
ヤ
ン
グ
・
ア
シ
ス
ト
」
の
山
岸
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

社
会
と
若
者
を
つ
な
ぐ

　「
当
法
人
で
は
、
生
活
相
談
、
就
労
相
談
、

社
会
的
自
立
に
向
け
た
継
続
支
援
計
画
の

策
定
の
３
本
柱
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
相

談
者
は
20
歳
前
後
の
若
者
が
多
く
、
１
日

に
２
、
３
人
が
来
所
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
料
理
や
掃
除
、
ご
み
の

出
し
方
、
就
職
や
職
場
で
の
悩
み
、
子
育

て
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
社
会
的
養
護
の
元
で
育
っ
た
若
者
た
ち

は
、
困
っ
た
と
き
に
ど
こ
に
相
談
し
、
誰

に
助
け
を
求
め
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
が
育
っ
た
施

設
で
も
懸
命
に
自
立
の
た
め
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
が
、
施
設
だ
け
で
対
応
す
る
の

は
大
変
な
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
へ
の
相
談
だ
け
で
解
決
で
き
な

い
専
門
的
な
こ
と
で
も
、
一
緒
に
考
え
、

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
場
所
へ
相
談
に

行
け
る
よ
う
助
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
彼

ら
と
社
会
と
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
し
て
支
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

社
会
で
の
自
立
を
支
援

山
やま

岸
ぎし

有
ゆ

香
か

さん

里親について詳しく知りたい人は

●県西部児童相談所
所管地域：高崎市、藤岡市、富
岡市、安中市、多野郡、甘楽郡
☎027-322-2498
FAX027-322-5602

●県中央児童相談所北部支所
所管地域：沼田市、渋川市、
北群馬郡、吾妻郡、利根郡
☎0279-20-1010
FAX0279-22-2277

●県中央児童相談所
所管地域：前橋市、伊勢崎市、
佐波郡
☎027-261-1000
FAX027-261-7333

●県東部児童相談所
所管地域：桐生市、太田市、
館林市、みどり市、邑楽郡
☎0276-31-3721
FAX0276-32-3648

里親宅や施設などを出た後のサポート
～社会的養護自立支援事業～

対象となる青年

里親・ファミリー
ホーム宅
児童養護施設

今までは…

30年度～
1. アフターケア事業

好きなときに
相談できて安心！

2. 支援が必要な若者一人一
人に「継続支援計画」を
策定

生活や就労などの
相談に乗ります

アフターケア事業所
（ヤング・アシスト）

その他に…
　18歳を超えて里親・ファミ
リーホーム宅、児童養護施設
などに居住する場合、県から
生活費などを支援します。

定期的に状況確認

児
童
養
護
施
設
も
家
庭
的
に

　
児
童
養
護
施
設
で
は
、
子
ど
も
た
ち

を
で
き
る
だ
け
家
庭
的
な
環
境
で
育
て

る
た
め
、
少
人
数
単
位
で
の
養
育
を
進

め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
を
施
設
の
職
員
と
６
〜
８
人
の
子
ど

も
で
構
成
し
、
独
立
し
た
居
住
空
間
で

衣
食
住
を
共
に
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
が
特
定
の
大

人
と
の
信
頼
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、 

他
人
と
適
切
な
距
離
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
職
員
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
に
合
っ
た
支

援
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
心
に
傷
を

負
っ
て
い
る
子
ど
も
の
ケ
ア
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
た
り
、
職
員
を

増
や
す
場
合
に
人
件
費
を
加
算
し
た
り

し
て
、
児
童
養
護
施
設
の
整
備
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
支
援
が
力
に

　「
施
設
や
里
親
宅
を
出
た
後
、
頼
れ
る

大
人
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
若
者
た
ち
が

自
立
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

支
援
が
必
要
で
す
。
事
前
に
就
労
体
験
を

さ
せ
た
り
、
保
証
人
が
お
ら
ず
賃
貸
契
約

が
結
べ
な
い
子
に
は
住
む
場
所
を
提
供
し

た
り
し
て
も
ら
え
る
と
、
彼
ら
も
安
心
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
他

に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
自
立
後
の
生
活

に
必
要
な
料
理
の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ

る
人
な
ど
、
社
会
的
養
護
に
関
心
が
あ
る

人
に
手
助
け
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
今
後
は
今
ま
で
以
上
に
児
童
養
護
施
設

や
里
親
宅
へ
出
向
い
た
り
、
積
極
的
に
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
し
て
、
私
た
ち
の
取

り
組
み
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
」

ヤング・アシストは
　児童養護施設などを退所
した若者たちが、安心して
社会生活を過ごせるようお
手伝いをしています。
所在地
前橋市住吉町2-8-9
☎027-289-3771
FAX027-289-3772
info@youngassist.com

HP http://youngassist.com/

いつでも相談できる
相手がいない、
不安…

進学や就職は
どうしよう？

原則18歳で
自立しなくては…

社会的養護が終了しても相談に
乗ってあげたいけど、新しい子どもも
入ってくるし、人手が足りない…

職員と本を読む子どもたち

　県内各地で、児童相談所職員への相談や現役の里親と交流ができる相
談会を開催しています。
日程・会場
・11月21日（水）…県東部児童相談所（太田市西本町）
・12月19日（水）…桐生市中央公民館（桐生市稲荷町）
時間 午前10時～正午
費用 無料
申し込み方法 当日、直接会場にお越しください
問 県東部児童相談所（下記）

○里親相談会

○児童相談所
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　日本最多のリンク数を誇る伊香保リンクが全面オープンしました。初心者
から競技者まで幅広く利用できる本格的なリンクをお楽しみください。
期間
・屋内リンク　31年３月31日（日）まで
・屋外リンク　２月28日（木）まで
時間 午前９時～午後９時（５時～９時は競技
者利用だけ）
所在地 渋川市伊香保町
使用料
一般＝1，130円、高校生以下＝610円
※靴の貸し出しは別途310円がかかります
その他 12月29日（土）に「伊香保リンクまつり」を開催します。詳しくは、
渋川市スポーツ課（☎0279-22-2241　 FAX0279-24-
6541）へお問い合わせください
問 伊香保リンク（☎0279-72-3144　 FAX0279-72ｰ
3686　ホームページhttp://www.gunma-sports.
or.jp/）

 印の施設では、障害者手帳などをお持ちの方とその介護者（１人）は無料です。証明できるものをお持ちください

問 は問い合わせ先、 はＥメールアドレス、HP はホームページです

県ホームページ
http://www.pref.gunma.jp/INFORMATION

インフォメーション

GUNMA
問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

 印の施設では、障害者手帳などをお持ちの方とその介護者（１人）は無料です。証明できるものをお持ちください

問 は問い合わせ先、申は申込先、相は相談先、HP はホームページです

県ホームページ
http://www.pref.gunma.jp/INFORMATION

インフォメーション

GUNMA
問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

　森林は、豊かな水を育み、災害を防止するなど、私たちの安全・安心な暮らしを支え、多くの恵みをもたらす県民共有の財産です。
　県では、大切な森林を守り、育て、次世代に引き継いでいくため、26年度から「ぐんま緑の県民税」を導入し、荒廃した森林の整備などを進めてき
ましたが、引き続き取り組んでいく必要があるため、課税期間を延長することとしました。

「ぐんま緑の県民税」の使い道 森林を整備し、森林の持つ公益的機能の
維持・増進を図る「水源地域等の森林整備」、森林の大切さなどへの理解
を図る「森林ボランティア活動・森林環境教育の推進」、地域の実情に合っ
た取り組みを行うための「市町村提案型事業」など
課税の方法 個人の県民税均等割、法人の県民税均等割に一定額を上乗せ
します
対象
・個人　県内に住所がある人、事務所または家屋敷などを持っている人（前
年の所得金額が基準を下回るなど、一定の条件を満たす人は非課税）
・法人　県内に事務所・事業所または寮などを持っている法人など
年間の納税額（率）
・個人　年間７００円
・法人　資本金等の額により年間1,400円～５万６千円（県民税均等割の
税額の７％相当額）

納税の方法
・個人　個人の県民税として、個人の市町村民税と併せて市町村に納税し
ていただきます（個人の県民税は、市町村から県へ払い込まれます）
・法人　法人の県民税として、従来の申告書により、直接県に申告納付し
ていただきます
課税の延長期間 ５年間
その他 有識者などで構成する「ぐんま緑の県民税評価検証委員会」を開
催し、事業内容の検討・実績評価・効果検証などを行います
問
・税の使い道など森林保全に関すること
県庁林政課（☎027-226-3278　 FAX027-223-0154）
・税の仕組みに関すること
県庁税務課（☎027-226-3771　 FAX027-221-8096）

「ぐんま緑の県民税」の課税期間を５年間延長します

県議会「第３回後期定例会」
　11月27日（火）に開会し、本会議と委員会は、どなたでも簡単な手続
きで傍聴できます。

開会時刻 午前10時（予定）　 費用 無料
申し込み方法 当日、直接会場にお越しください　 その他 本会議は、県議
会ホームページ（http://www.gunma-pref.stream.jfit.co.jp/）でご覧に
なれます。また質疑および一般質問は、群馬テレビでも生中継します
問 県議会事務局政策広報課（☎027-897-2892　 FAX027-243-4211）

日程 議事予定

11月
27日㈫ 本会議（後期開会・提案説明）

30日㈮ 本会議（質疑および一般質問）

12月
3日㈪ 本会議（質疑および一般質問）

5日㈬ 本会議（質疑および一般質問）

日程 議事予定

１2月

7日㈮ 常任委員会

10日㈪ 常任委員会

12日㈬ 特別委員会

17日㈪ 本会議（委員長報告・議決・閉会）

日程・議事予定

　女性の力を活かして“男女ともに活躍する組織”を作るマネジメ
ントについて学ぶセミナーを開催します。
期日 11月26日（月）　 時間 午後１時30分～３時30分
会場 前橋市総合福祉会館（前橋市日吉町）
演題 女性を活かして、組織を伸ばす秘

ひ

訣
けつ

講師 山
やま

本
も と

幸
ゆ き

美
み

（プラウド代表取締役社長）
対象 県内企業の経営者、管理職、人事労務担
当者
定員 50人（先着順）　 費用 無料
申込期限 11月21日（水）
申し込み方法 電話。参加者の氏名・勤務先所
在地・役職・電話番号をお知らせください
申・問 前橋市産業政策課
（☎027-898-6985　 FAX027-224-1188）

女性管理職登用促進セミナー

子どもの虐待をなくしましょう
～児童虐待防止のための
 オレンジリボンキャンペーン～

伊香保リンクをご利用ください

　11月は児童虐待防止推進月間です。虐待を受けたと思われる子ども
を発見した場合は、児童福祉法により、児童相談所または市町村に通告
することが求められています。あなたの通告が子どもや保護者の支援に
つながります。
通告先
・児童相談所全国共通ダイヤル（☎局番なし1

いち

8
はや

9
く

）
・こどもホットライン24（フリーダイヤル0120-783-884　携帯電
話の場合☎027-263-1100　24時間受け付け）
その他 児童虐待防止をテーマにしたパネ
ルを展示します
・期間　11月14日（水）まで
・時間　午前９時～午後10時
・会場　県庁（前橋市大手町）
問 県庁児童福祉課（☎027-226-2628　
FAX027-223-6526）
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も
２
位
で
あ
る
な
ど
、
多
く
の
品
目
を

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
大
消
費
地
に
近
い
立
地
を
生

か
し
、
農
産
物
の
供
給
基
地
と
し
て
、

新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
と

品
質
向
上
、
安
定
供
給
体
制
の
確
立
に

オ
ー
ル
ぐ
ん
ま
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ぐ
ん
ま
の
農
産
物
を

　
　
　
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
10
月
16
日
の
早
朝
、
本
県
の
野
菜
の

主
な
取
引
先
で
あ
る
東
京
都
中
央
卸
売

市
場
大
田
市
場
で
、
県
農
産
物
の
売
り

込
み
を
し
ま
し
た
。

　
本
県
の
農
業
算
出
額
は
、
過
去
10
年 

間
で
17
％
増
加
す
る
な
ど
、
伸
び
率
は

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
中
で

も
４
割
以
上
を
占
め
る
野
菜
は
、
過
去

最
高
の
１
０
７
０
億
円
を
達
成
し
て
お

り
、
産
地
の
活
気
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る
青

果
物
の
取
扱
数
量
で
は
、本
県
産
の
キ
ャ

ベ
ツ
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な

ど
７
品
目
が
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
ナ
ス
や
ヤ
マ
ト
イ
モ
な
ど
11
品
目

知
事
コ
ラ
ム

「ぐんまの新鮮野菜」の魅力をＰＲする大澤正明知事（中央）

査
、
被
害
者
が
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種

機
関
の
相
談
窓
口
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提

供
し
ま
す

経
済
的
負
担
の
軽
減
　
特
定
の
犯
罪
に
よ

り
傷
害
を
受
け
た
場
合
、
医
療
費
な
ど
の

一
部
に
つ
い
て
警
察
が
支
給
す
る
な
ど
、

被
害
者
な
ど
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す

精
神
的
負
担
の
軽
減
　
安
心
し
て
被
害
を

届
け
出
た
り
相
談
し
た
り
で
き
る
よ
う
、

被
害
者
や
そ
の
家
族
の
た
め
の
聴
取
室
な

ど
の
設
備
が
あ
る
他
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す

安
全
の
確
保
　
同
一
の
犯
人
か
ら
再
度
危

害
を
受
け
な
い
よ
う
、
防
犯
指
導
や
立
ち

寄
り
警
戒
を
実
施
す
る
他
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
材
な
ど
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を
講
じ

ま
す

犯
罪
被
害
給
付
制
度
・
国
外
犯
罪
被
害
弔

慰
金
等
支
給
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に

よ
り
、
死
亡
・
負
傷
し
た
り
疾
病
が
生
じ

た
り
し
た
場
合
や
、
国
外
に
お
け
る
故
意

の
犯
罪
行
為
に
よ
り
死
亡
し
た
り
障
害
が

残
っ
た
り
し
た
場
合
に
、
遺
族
や
被
害
者

本
人
に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を
支
給
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す

※
審
査
に
よ
り
減
額
ま
た
は
不
支
給
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://www.police.pref.gun
m
a.jp/keim

ubu/ 0
8kouhou/

higaistashien-top/inex.htm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
　
県
警
察
本
部
広
報
広
聴
課
（
☎
０

２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
２
１
５

１
　
FAX

０
２
７
・
２
２
４
・
８
８
８
８
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

工
業
用
水
道
の
利
用
相
談
を
受 

け
付
け
て
い
ま
す

　
県
で
は
、
地
盤
沈
下
防
止
と
産
業
の
基

盤
整
備
を
目
的
と
し
て
、
工
業
用
水
の
供

給
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
の
可
否
な
ど
の
相
談
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日

　
月
〜
金
曜
日

※
祝
日
を
除
く

時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容

○
給
水
区
域

　
伊
勢
崎
市
、
太
田
市
、
館

林
市
、
板
倉
町
、
明
和
町
、
千
代
田
町
、

大
泉
町
、
邑
楽
町

○
給
水
対
象

　
工
業
用
水
は
工
業
用
（
冷

却
水
や
洗
浄
水
な
ど
）
の
他
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
に
は
雑
用
水
と
し
て
も

利
用
で
き
ま
す

○
単
価

・
基
本
料
金
　
１
立
方
㍍
当
た
り
33
円

・
使
用
料
金
　
１
立
方
㍍
当
た
り
２
円

※
２
部
料
金
制
を
採
用
し
て
い
る
た
め
経

済
的
で
す

費
用
　
無
料

相
談
方
法
　
電
話
ま
た
は
直
接

そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.gunm

a.
jp/ 06/q2310001.htm

l

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い

相
・
問

　
県
東
毛
工
業
用
水
道
事
務
所

（
太
田
市
高
林
南
町
　
☎
０
２
７
６
・
３

８
・
４
２
１
１
　
FAX

０
２
７
６
・
３
８
・

４
２
２
０
）

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
支

援
し
ま
す

　
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
と
使
用
者

と
の
間
で
生
じ
た
争
い
の
解
決
を
支
援
す

る
専
門
的
な
行
政
機
関
で
す
。

　
公
益
委
員
・
労
働
者
委
員
・
使
用
者
委

員
の
三
者
が
、
公
正
中
立
な
立
場
か
ら
両

者
の
間
を
調
整
し
て
、
話
し
合
い
に
よ
る

解
決
を
目
指
し
ま
す
。
相
談
内
容
は
口
外

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
る
の

で
、
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日

　
月
〜
金
曜
日

※
祝
日
を
除
く

時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

対
象

　
県
内
に
あ
る
事
業
所
の
労
働
者
・

事
業
主

対
象
事
案

　
賃
上
げ
、
解
雇
、
雇
止
め
、

配
置
転
換
、
出
向
、
懲
戒
処
分
な
ど
、
労

働
条
件
そ
の
他
労
働
問
題
に
関
す
る
紛
争

費
用

　
無
料

申
請
方
法

　
所
定
の
申
請
用
紙

申
請
用
紙
配
布
場
所
・
問

　
県
労
働
委

員
会
事
務
局
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２

７
８
３

　
FAX
０
２
７
・
２
２
３
・
７
０
０
０
）

※
申
請
用
紙
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h 

ttp://www.pref.gunm
a.jp/ 06/

w0110011.html

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

試

　験

農
林
大
学
校
一
般
入
校
試
験（
前

期
）

試
験
日
　
12
月
８
日
㈯

合
格
発
表
日
　
12
月
20
日
㈭

試
験
会
場
　
県
立
農
林
大
学
校
（
高
崎
市

箕
郷
町
）

学
科
・
コ
ー
ス
・
定
員

○
農
林
部

・
農
業
経
営
学
科
野
菜
コ
ー
ス
…
20
人

・
農
業
経
営
学
科
花
き
・
果
樹
コ
ー
ス
…

15
人

・
農
業
経
営
学
科
酪
農
肉
牛
コ
ー
ス
…
15
人

・
農
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
農
と
食
の
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
ス
…
25
人

・
農
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
森
林
コ
ー
ス
…

20
人

※
定
員
に
は
推
薦
入
校
試
験
合
格
者
（
各

コ
ー
ス
定
員
の
80
％
程
度
）
を
含
み
ま
す

修
業
年
限
　
２
年

※
１
年
生
は
全
寮
制
、
２
年
生
は
原
則
と

し
て
通
学

試
験
内
容
　
学
科
試
験
、小
論
文
、面
接
。

な
お
学
科
試
験
は
英
語
、
数
学
Ⅰ
、
生
物

基
礎
、
国
語
の
中
か
ら
１
科
目
を
選
択

※
英
語
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語

Ⅰ
」
を
出
題
範
囲
と
し
、
国
語
は
「
国
語

総
合
」
の
内
容
か
ら
、
古
典
（
古
文
、
漢

文
）
を
除
き
ま
す

受
験
資
格

・
高
等
学
校
お
よ
び
中
等
教
育
学
校
の
後

期
課
程
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
31
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

・
学
校
教
育
法
第
90
条
に
規
定
す
る
入
学

資
格
（
以
下
「
大
学
入
学
資
格
」）
が
あ

る
人
ま
た
は
31
年
３
月
ま
で
に
大
学
入
学

資
格
を
取
得
見
込
み
の
人

受
験
料

　
２
２
０
０
円

※
県
証
紙
ま
た
は
所
定
の
払
込
書
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い

出
願
期
間
　
11
月
15
日
㈭
〜
28
日
㈬

出
願
方
法
　
所
定
の
出
願
用
紙

出
願
用
紙
配
布
場
所
　
県
立
農
林
大
学
校
、

県
農
業
事
務
所
（
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ 

ー
）
、
県
環
境
森
林
事
務
所
、
県
森
林
事

務
所

※
県
立
農
林
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h 

ttp://www.gunm
a-iaf.ac.jp/

）

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

※
出
願
用
紙
の
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、

１
４
０
円
分
の
切
手
を
同
封
し
て
請
求
し

て
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
今
回
実
施
す
る
一
般
入
校
試
験

（
前
期
）
で
定
員
に
達
し
な
か
っ
た
コ
ー

ス
は
、
一
般
入
校
試
験
（
後
期
）
を
実
施

お
知
ら
せ

県
庁
舎
な
ど
の
一
般
開
放
を
休 

止
し
ま
す

　
設
備
の
集
中
点
検
の
た
め
、
県
庁
舎
な

ど
の
一
般
開
放
を
休
止
し
ま
す
。
期
間
中

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

日
程
　
11
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

対
象
施
設
　
県
庁
舎
、
議
会
庁
舎
、
昭
和

庁
舎
、
県
民
駐
車
場
（
い
ず
れ
も
前
橋
市

大
手
町
）

問
　
県
庁
管
財
課（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・

２
１
２
６

　
FAX

０
２
７
・
２
２
３
・
５
０

３
０
）

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は
「
犯
罪
被

害
者
週
間
」
で
す
。

　
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家

族
が
被
害
前
の
生
活
に
少
し
で
も
近
づ
け
る

よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
　
刑
事
手
続
き
の
概
要
や
捜

 クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、ザスパクサツ群馬（12月２日Y.S.C.C.横浜戦)、群馬クレインサンダーズ（今シーズンホームゲーム
共通）、群馬交響楽団定期演奏会（31年１月26日）のチケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

群馬交響楽団東京公演情報

問 群馬交響楽団事務局　☎ ０２７-３２２-４３１６
 FAX ０２７-３２２-４９４３　HP http://www.gunkyo.com/

群馬交響楽団事務局（高崎市高松町）、東京
オペラシティ、チケットぴあなど
入場券販売場所

１１月２６日㈪期 日 開演時刻 午後７時（６時30分開場）
会 場 東京オペラシティ（新宿区西新宿）

指揮：大
おお

友
とも

直
なお

人
と

（群響音楽監督）、ソプラノ：中
なか

嶋
じま

彰
あき

子
こ

、
メゾソプラノ：金

かね

子
こ

美
み

香
か

、　テノール：高
たか

柳
やなぎ

圭
けい

、他
曲目：千

せん

住
じゅ

明
あきら

／オペラ「滝の白糸」から 第３幕（台本：黛
まゆずみ

まどか
／演奏会形式）など

内 容

問 ザスパクサツ群馬　☎ ０２７-２２５-２３５０　FAX ０２７-２２５-２３５５  
　  HP http://www.thespa.co.jp/

日程 開始時刻 対戦相手
１１月１１日㈰ 午後７時30分 ガイナーレ鳥取
１１月１８日㈰ 午後7時 ギラヴァンツ北九州
１２月　２日㈰ 午後1時 Y.S.C.C.横浜

正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）会　場

指定席＝2,900円　※自由席は席種などにより異なり
ます。詳しくはお問い合わせください
入場料

入場券販売場所 ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊
勢崎市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）など

入場料 全席指定　Ｓ席＝5,700円、Ａ席＝4,600円、Ｂ席＝
3,600円、Ｃ席＝2,600円

群馬クレインサンダーズ試合情報

問  群馬プロバスケットボールコミッション　☎ ０２７-２８９-９５６２
 FAX ０２７-２８９-９５６３　HP https://g-crane-thunders.jp/

入場料 席種などにより異なります。詳しくはお問い合わせください

入場券購入先 群馬クレインサンダーズホームページ

ヤマト市民体育館前橋（前橋市上佐鳥町）会 場

日程 開始時刻 対戦相手
１１月　９日㈮ 午後7時 愛媛オレンジバイキングス１１月１０日㈯ 午後2時
１１月２３日㈮ 午後5時 アースフレンズ東京Z１１月２４日㈯ 午後１時

ザスパクサツ群馬試合情報
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し
ま
す

出
願
用
紙
請
求
先
・
問

　
県
立
農
林
大

学
校
（
〒
３
７
０
―
３
１
０
５
　
高
崎
市

箕
郷
町
西
明
屋
１
０
０
５
　
☎
０
２
７
・

３
７
１
・
３
２
４
４
　
FAX

０
２
７
・
３
７

１
・
６
９
６
８
）催

　し

が
ん
セ
ン
タ
ー
公
開
セ
ミ
ナ
ー

「
正
し
く
知
ろ
う
『
が
ん
』
の

こ
と
」

期
日
　
11
月
10
日
㈯

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
県
太
田
合
同
庁
舎（
太
田
市
西
本
町
）

内
容
　
が
ん
治
療
や
が
ん
治
療
中
の
ケ
ア

に
つ
い
て
学
び
ま
す

演
題
・
講
師

・
白
血
病
に
つ
い
て
　
入い

り

沢さ
わ

寛ひ
ろ

之ゆ
き

（
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
血
液
内
科
部
長
）

・
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
を
予
防
し
よ
う
　
設し

樂た
ら

栄ひ
で

幸ゆ
き（

摂
食
・
嚥え

ん

下げ

障
害
看
護
認
定
看
護
師
）

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
７

６
・
３
８
・
０
７
７
１
　
FAX

０
２
７
６
・

３
８
・
０
６
１
４
）

ぐ
ん
ま
介
護
フ
ェ
ス

来場者に介護の仕事をＰＲ

期
日
　
11
月
10
日
㈯

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

会
場
　
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
（
前
橋
市

文
京
町
）

内
容
　
映
画
「
ケ
ア
ニ
ン
」
上
映
、
丸ま

る

本も
と

莉り

子こ

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
、
介
護
の
日
ク
イ

ズ
、
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
学
生
に
よ
る

学
習
成
果
発
表
、
現
役
介
護
職
員
な
ど
に

よ
る
介
護
の
魅
力
紹
介
、
高
齢
者
疑
似
体

験
、
関
係
団
体
に
よ
る
介
護
の
仕
事
紹

介
、
介
護
な
ん
で
も
相
談
、
あ
り
が
と
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
県
庁
介
護
高
齢
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
５
６
５
　
FAX

０
２
７
・
２
２

１
・
８
９
２
５
）

わ
た
ら
せ
森
と
木
の
ま
つ
り

期
日
　
11
月
11
日
㈰

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
新
川
公
園
（
桐
生
市
稲
荷
町
）

内
容
　
キ
ノ
コ
・
林
産
物
の
展
示
即
売
や

木
工
工
作
体
験
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

木工工作の体験

費
用
　
無
料

※
一
部
の
体
験
は
費
用
が
か
か
り
ま
す

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
わ
た
ら
せ
森
と
木
の
ま
つ
り
実
行
委 

員
会
（
県
桐
生
森
林
事
務
所
内
　
☎
０
２

７
７
・
５
２
・
７
３
７
３
　
FAX

０
２
７
７
・

５
４
・
５
１
３
２
）

県
り
ん
ご
品
評
会

期
日
　
11
月
14
日
㈬

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
一
般
公
開
は
正
午
か
ら

会
場
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容
　
県
内
で
生
産
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
の
秀

作
の
展
示
・
販
売

・
展
示
…
正
午
か
ら
3
時
ま
で

・
展
示
品
の
販
売
…
3
時
か
ら
展
示
品
終

了
ま
で

入
場
料
　
無
料

問
　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
３
１
３
６
　
FAX

０
２
７
・
２
４

３
・
７
２
０
２
）

リンゴ「ぐんま名月」の秀作

無
料
出
張
住
宅
相
談
会

日
程
　
11
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
〜
６
時

会
場
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
（
高
崎
市
棟

高
町
）

内
容
　
専
門
家
が
住
宅
の
資
金
や
法
律
、

登
記
、
不
動
産
、
建
築
、
税
金
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
11
月
16
日
㈮

※
当
日
直
接
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、
対

応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
の

予
約
が
確
実
で
す

申
し
込
み
方
法

　
電
話

申
・
問

　
ぐ
ん
ま
住
ま
い
の
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
７
・
２
１
０
・
６
６
３
４
　

FAX

０
２
７
・
２
２
３
・
９
８
０
８
）

県
産
業
教
育
フ
ェ
ア

期
日
　
11
月
23
日
㈮

時
間
　
午
前
10
時
20
分
〜
午
後
３
時
30
分

（
入
場
は
３
時
ま
で
）

会
場
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容
　
県
内
の
専
門
高
校
お
よ
び
特
別
支

援
学
校
高
等
部
な
ど
の
生
徒
に
よ
る
学
習

成
果
の
発
表
、
も
の
づ
く
り
体
験
、
作
品

の
展
示
・
販
売
な
ど

入
場
料
　
無
料

問
　
県
庁
高
校
教
育
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
４
６
４
７
　
FAX

０
２
７
・
２
４

３
・
７
７
５
９
）

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
土
地
価 

格
な
ど
の
無
料
相
談
会

期
日
　
12
月
６
日
㈭

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
　
県
住
宅
公
社
ビ
ル（
前
橋
市
紅
雲
町
）

内
容
　
不
動
産
の
価
値
や
売
買
、
活
用
、

税
務
な
ど
に
関
す
る
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
に

対
し
て
、
不
動
産
鑑
定
士
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
（
☎
０
２

７
・
２
４
３
・
３
０
７
７
　
FAX

０
２
７
・

２
４
３
・
３
０
７
１
）、
県
庁
地
域
政
策

課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
６
６
　

FAX

０
２
７
・
２
４
３
・
３
１
１
０
）

ハ
ー
ト
フ
ル
ア
ー
ト
展
（
県
特
別

支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
）

期
間
　
12
月
7
日
㈮
〜
11
日
㈫

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時

※
11
日
は
2
時
ま
で

会
場
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容
　
県
内
の
特
別
支
援
学
校
27
校
の
児

童
・
生
徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

観
覧
料
　
無
料

問
　
県
庁
特
別
支
援
教
育
課
（
☎
０
２

７
・
２
２
６
・
４
６
５
６

　
FAX

０
２
７
・

２
４
３
・
７
７
８
５
）

昨年のハートフルアート展の様子

視覚に障害がある人のために、「ぐんま広報」の点字版、テープ版およびCD版（デイジー）を発行しています。希望する人は、県広報課（☎027-226-2162）までお問い合わせください

１１月   ９日／高崎市
１１月１６日／昭和村
１１月２３日／アンコール

　群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマ
シーン３号とフレッシュな女性部員が、群馬を全国に
宣伝するために、地域の魅力を紹介します。

県庁広報課
（☎027-226-2167　FAX 027-243-3600）

問

毎週金曜日 午後７時３０分
（再放送） 日曜日　午前９時３０分

県庁広報課
（☎027-226-2162　FAX 027-243-3600）

11月10日㈯発売予定 定価３６０円（税込み）
販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

2018

問

県政の話題 群馬古墳フェスタ2018
か　お テレビ番組プロデューサー　清水紀枝さん
特　集 県企業局６０周年

OCT　　NOV

10・11

２
年
連
続
日
本
一
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

「
光
の
花
の
庭
」

　
圧
倒
的
な
美
し
さ
の
大
藤
棚
で
知

ら
れ
る｢

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
」。
冬
の
夜
は
、
約
４
５
０
万
球

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
、
園
内
が

華
や
か
に
彩
ら
れ
ま
す
。

　
藤
の
花
が
満
開
に
咲
く
様
子
を
ス

ト
ー
リ
ー
仕
立
て
で
演
出
し
た｢

奇

蹟
の
大
藤｣

や
、
３
万
５
千
本
の
光
の 

花
が
咲
き
誇
る｢

フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル｣

な
ど
、
幻
想
的
な
世
界
を
楽

し
め
ま
す
。

色とりどりに咲く「光の花」
は見応え十分

　
全
国
の
夜
景
鑑
賞
士
が
選
ぶ｢

イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド｣

に
お

い
て
、
２
年
連
続
１
位
に
輝
い
た
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、
ぜ
ひ
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

期
間
　
31
年
２
月
５
日
㈫
ま
で

※
12
月
31
日
㈪
は
休
園

時
間
　
午
後
３
時
30
分
〜
９
時（
土
・ 

日
曜
日
、
祝
日
は
９
時
30
分
ま
で
）

入
園
料
　
一
般
＝
９
０
０
円
、
４
歳

〜
小
学
生
＝
５
０
０
円
、
３
歳
以
下

は
無
料

問
　
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

☎
０
２
８
４
・
９
１
・
４
９
３
９

FAX

０
２
８
４
・
９
１
・
４
５
８
７

新
た
な
ご
当
地
グ
ル
メ
が
誕
生
！

”ソース色”が珍しい佐野黒から揚げ

　
栃
木
県
に
は
、
足
利
市
の｢

ソ
ー

ス
カ
ツ
丼｣

を
は
じ
め
、
那
須
塩
原

市
の｢

ス
ー
プ
入
り
焼
き
そ
ば｣

、

上
三
川
町
の｢

か
み
の
か
わ
黒
チ
ャ 

ー
ハ
ン｣

な
ど
、
ご
当
地
ソ
ー
ス
グ

ル
メ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん

栃
木
・
茨
城
に
出
掛
け
よ
う
！

秋
・
冬
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
、
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

※
３
県
連
携
企
画
と
し
て
栃
木
・
茨
城
県
の
観
光
情
報
を
紹
介
し
ま
す

月～木曜日 午後５時50分

FM GUNMA
ぐんま情報トッピング

栃
　
木

栃
木
県
の

マ
ス
コ
ッ
ト

「
と
ち
ま
る
く
ん
」

平成30年11月4日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）（7）
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美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

館
林
美
術
館
た
て
び
☆
び
じ
ゅ 

つ
部「
ち
ょ
こ
っ
と
画
家
体
験
」

期
日
　
11
月
10
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
受

け
付
け
は
３
時
15
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内
容
　
画
家
に
な
っ
た
気
分
で
キ
ャ
ン
バ

ス
の
切
れ
端
に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
絵
を

描
き
ま
す

定
員

　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

　

FAX

０
２
７
６
・
７
２
・
８
３
３
８

小さいキャンバスに絵を描く

自
然
史
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
・

サ
タ
デ
ー
「
コ
ハ
ク
を
み
が
い

て
虫
を
さ
が
そ
う
」

日
程
　
11
月
10
日
、
17
日
、
24
日
（
い
ず

れ
も
土
曜
日
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
（
受
け
付
け
は

１
時
30
分
か
ら
）

会
場
　
県
立
自
然
史
博
物
館
（
富
岡
市
上

黒
岩
）

内
容
　
コ
ハ
ク
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
コ

ハ
ク
を
磨
い
て
、
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

虫
を
探
し
ま
す

講
師
　
当
館
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
場
　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
容
　
群
馬
の
県
民
性
に
つ
い
て
、
他
の

都
道
府
県
と
比
較
し
て
話
し
ま
す

講
師
　
清し

水み
ず

紀の
り

枝え

（
秘
密
の
ケ
ン
ミ
ン

Sシ

ョ

ー

H
O
W
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
当
館
学
芸
員

定
員
　
１
４
４
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
電
話

申
・
問

　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５

２
２
　
FAX

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
３
４

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
天
体
観

察
会
「
秋
の
星
め
ぐ
り
」

期
日
　
11
月
22
日
㈭

時
間

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場

　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市

文
京
町
）

内
容

　
星
空
解
説
の
後
、
望
遠
鏡
で
秋
の

天
体
を
観
察
し
ま
す

定
員

　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

※
途
中
の
参
加
・
退
場
も
で
き
ま
す

※
天
候
不
良
時
は
、予
定
を
変
更
し
た
り
、 

中
止
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
・
２
２
０
・
１
８
７
６

　

FAX

０
２
７
・
２
２
１
・
５
０
０
０

県
立
図
書
館「
県
図
書
館
大
会
」

　
県
民
の
読
書
活
動
・
生
涯
学
習
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
公
共
図
書
館
や
学
校
図

書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

期
日
　
11
月
29
日
㈭

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場
　
県
立
図
書
館
（
前
橋
市
日
吉
町
）

内
容

○
式
典
・
表
彰
式

○
記
念
講
演

・
演
題
　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
つ
な
が
ろ

う
　
人
と
本
、
人
と
人
を
つ
な
げ
る
、
図

書
館
に
む
け
て

・
講
師
　
谷た

に

口ぐ
ち

忠た
だ

大ひ
ろ

（
立
命
館
大
学
情
報

理
工
学
部
教
授
）

○
テ
ー
マ
別
分
科
会

・
第
１
分
科
会
　
ラ
イ
フ
ウ
ィ
ズ
リ
ー
デ
ィ 

ン
グ
に
よ
る
読
書
推
進

・
第
２
分
科
会
　
災
害
時
お
よ
び
復
興
に

お
け
る
図
書
館
の
対
応
と
役
割

定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

※
記
念
講
演
だ
け
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
電
話
で
申
し
込
め
ま
す

申
込
用
紙
配
布
場
所
　
県
立
図
書
館
、
県

内
の
市
町
村
立
図
書
館
・
公
民
館
図
書
室

な
ど

申
・
問

　
☎
０
２
７
・
２
３
１
・
３
０

０
８
　
FAX

０
２
７
・
２
３
５
・
４
１
９
６

馬
事
公
苑
「
体
験
乗
馬
教
室
４

回
コ
ー
ス
12
月
生
」

日
程

　
12
月
１
日
㈯
〜
31
年
１
月
31
日
㈭

の
希
望
す
る
４
回

※
火
曜
日
、
12
月
29
日
㈯
〜
1
月
３
日
㈭

を
除
く

開
始
時
刻

　
午
前
９
時
、
10
時
、
11
時
、

午
後
１
時
、
２
時
、
３
時

会
場

　
県
馬
事
公
苑（
前
橋
市
富
士
見
町
） 

内
容

　
１
回
当
た
り
45
分
間
の
乗
馬

対
象

　
当
苑
を
初
め
て
利
用
す
る
、
小
学

３
年
生
か
ら
70
歳
ま
で
の
乗
馬
初
心
者

定
員

　
各
20
人
（
先
着
順
）

費
用

　
一
般
＝
１
万
４
千
円
、
高
校
生
以

下
＝
１
万
２
千
円（
受
講
料
、保
険
料
な
ど
）

申
込
期
限

　
１
月
11
日
㈮

申
し
込
み
方
法
　
電
話
予
約
後
、
所
定
の

申
込
用
紙

申
・
問

　
☎
０
２
７
・
２
８
８
・
７
０

０
２
　
FAX

０
２
７
・
２
８
８
・
８
８
３
２体験乗馬の様子

対
象
　
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定
員
　
各
30
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０
　

FAX

０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
５
０

磨いたコハク

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
「
ど
ん
ぐ
り

ま
つ
り
」
＊

日
程
　
11
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰

時
間

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分
、
午
後
2

時
〜
3
時
15
分

会
場

　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐
生
市

新
里
町
）

内
容
　
園
内
で
採
れ
た
大
量
の
ド
ン
グ
リ

を
使
っ
て
ド
ン
グ
リ
ゴ
マ
な
ど
の
工
作
や
、 

ゲ
ー
ム
、
ド
ン
グ
リ
ク
イ
ズ
、
パ
ズ
ル
な

ど
を
楽
し
み
ま
す

対
象
　
子
ど
も
と
保
護
者

定
員
　
各
50
組
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

※
別
途
、
入
園
料
が
か
か
り
ま
す

入
園
料
　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
４
１

FAX

０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
６
６

歴
史
博
物
館
企
画
展
対
談
「
群 

馬
の
県
民
性
に
せ
ま
る
！
」

期
日

　
11
月
18
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

冬
の
絶
品
「
ア
ン
コ
ウ
」

濃厚なあん肝が味わえる「あんこう鍋」

　「
西
の
フ
グ
、
東
の
ア
ン
コ
ウ
」
と 

並
び
称
さ
れ
る
、
茨
城
県
を
代
表
す

る
魚
・
ア
ン
コ
ウ
。
特
徴
的
な
見
た

目
な
が
ら
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ

い
で
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の
白
身

や
、
脂
が
乗
っ
た
肝
は
絶
品
で
す
。

　
11
〜
２
月
に
か
け
て
旬
を
迎
え
る

ア
ン
コ
ウ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
楽
し

む
な
ら
、
あ
ん
こ
う
鍋
が
お
薦
め
。

醤し
ょ
う

油ゆ

や
味み

噌そ

仕
立
て
と
い
っ
た
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
も
の
か
ら
、
水
を
加
え

ず
、
ア
ン
コ
ウ
と
野
菜
か
ら
出
た
水

分
だ
け
で
作
る
濃
厚
な
味
わ
い
の「
ど

ぶ
汁
」
な
ど
、
お
店
の
こ
だ
わ
り
が

詰
ま
っ
た
逸
品
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
年
の
冬
は
あ
ん
こ
う
鍋

で
、
心
も
体
も
温
ま
り
ま
せ
ん
か
。

問
　
茨
城
県
観
光
物
産
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
６
２
２

FAX

０
２
９
・
３
０
１
・
３
６
２
９

※
詳
し
く
は
、
県
公
式
観
光
情
報
サ

イ
ト
「
観
光
い
ば
ら
き
」（http://

www.ibarakiguide.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い

冬
の
絶
景
「
袋
田
の
滝
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
」

　
茨
城
県
北
山
間
部
に
位
置
す
る
大

子
町
で
は
、
日
本
三
名め

い

瀑ば
く

の
一
つ
袋

田
の
滝
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

「
大
子
来
人
〜
ダ
イ
ゴ
ラ
イ
ト
〜
」

が
31
年
１
月
31
日
㈭
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
自
然
や
星
空
、
水
を
表
現
し
た
光

の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
荘
厳
な

姿
の
滝
が
目
の
前
に
広
が
り
ま
す
。

光
が
創
る
幻
想
的
な
空
間
は
、
袋
田

の
滝
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

問
　
大
子
町
観
光
協
会

☎
０
２
９
５
・
７
２
・
０
２
８
５

FAX

０
２
９
５
・
７
２
・
０
９
６
３

ライトアップされた袋田の滝

茨
　
城

茨
城
県
の

マ
ス
コ
ッ
ト

「
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
」

な
中
、
佐
野
市
で
今
年
新
た
に
誕
生

し
た
の
が｢
佐
野
黒
か
ら
揚
げ｣

で
す
。

　
こ
の
か
ら
揚
げ
は
、
父
親
目
線
で

地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む｢

パ
パ
プ

ロ
ｅい

い

街ま
ち

佐
野
奉
行
所｣
が
考
案
し
ま

し
た
。

　
味
付
け
に
は
、
県
内
の
高
校
で
開

発
さ
れ
た
ソ
ー
ス
を
使
用
。
ア
ユ
の

魚ぎ
ょ

醤し
ょ
う

が
隠
し
味
で
、
ス
パ
イ
シ
ー
な

後
味
が
ソ
ー
ス
の
深
み
と
甘
み
を
引

き
立
て
て
い
ま
す
。

　
市
内
各
店
舗
で
は
、
こ
の
奉
行
所

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
に
工
夫
を
加
え
、 

各
店
独
自
の
「
佐
野
黒
か
ら
揚
げ
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
約
15
店
舗
で
提
供
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
数
は
ま
だ
ま
だ
拡
大

中
。
地
元
を
愛
す
る
情
熱
が
生
ん
だ

グ
ル
メ
を
、ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

問
　
佐
野
市
都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

☎
０
２
８
３
・
２
０
・
３
０
４
７

FAX

０
２
８
３
・
２
１
・
５
１
２
０


